
定í~ 1 等室 16 人，展望室 11 人(本文 1296 ベー ジ)

江二俣，西川 ・遠江二俣または横

山・凶鹿島による天龍下りはその

焔快さに:おいて ， かつての天組下

りに決して劣るものではない。こ

の天龍下りの起点にはいずれも国

鉄自動車の駅がある。また天官官川

流域は中部日本の電波、地子背で佐久

間ダムは日木ーを誇るものであり ，

下流の秋楽〆ムは佐久間の調整〆

ムとして建設されており，将来観 天龍線lJlU，'J; !íl:

光地としても発展するであろう。(凶山治氏)

てんり よ くかいせいせいどう 電力団生制動 (災) regenera-

tive brake 車両が勾(こう)配を下 っ たり， 停車する際には

車両の持つ位置のエネノレギや，速度のエネノレギを，何 らかの方法

で消波しなければならない。これら車両の持つエ不ノレ ギを電気

車両(電車や電気繊l刻事)においては， 自己の持つ電動般を発 'ì1L

機に切替使用して電力に変換し，他の電気車両の運転に利用し

たり， 電源仰lに帰してやることができる。このことによ っ て制

動の目的を迷することを電力回生11~J lfVJ と 呼んでいる。またlìilこ

制if!JJのみの目的で電気車両の持つ位i註や速度のエネノレギを，'ïIt

てんりよくか

気のエネ ノレキ・に変換し，これを抵抗総を通して発熱消費してし

まうものを電気制動と呼んでいる。機械制動(手プレ ー キまた

は空気プレーキ)は，車輸に制輪子を ~II しつけて車両の持つエ

ネルギを摩擦熱として消資するものである。したがって速度の

低 F とともに摩擦係数が増加するので制動力も大きくなり，停

車直前jにおいてもっ とも制動力が大きくなる。これに反して電

気ffjlj動は速度の大きな所で発電力が大きく，したがって制動力

も大きい。また一定の平衡速度を得られる利点がある。欠点と

しては速度の低い所では，ほとんど制動力を失ってしまう。そ

のため電気制動は単独では使用できない。必ず機械制動を併用

しなければならない。しかし大きな勾配区間を下る場合には，

一石数鳥にもおよぶ利点があるため， わが国鉄においても中央

線， 奥羽紛! ， 信~越線等において突施されている。電気制動のお

もな利点をあげると次のようなものである。

l 俄械lbïJif!JJにおいては摩擦熱として消費してしまうエネル

ギを，電気銅j動においては電力として回生利用することができ

る。

2 後械lt~ill)jを 長時間使用すると ， 車輪と制輪子の摩擦熱の

ために車輸のf目L皮上昇がいちじるしく，そのためにタイヤ弛緩

や脱落等の車両事故を起すが， 電気銅IJ if!JJを使用すると，との在E
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